
１．平成23年３月期第１四半期の連結業績（平成22年４月１日～平成22年６月30日） 

  

  

(２) 連結財政状態 

  

２．配当の状況 

（注）１.当四半期における配当予想の修正有無：無 

２.上記「配当の状況」は、普通株式に係る配当の状況であります。当社が発行する普通株式と権利関係の異なる

種類株式（非上場）の配当の状況については、後述の「種類株式の配当の状況」をご覧ください。  

  

３．平成23年３月期の連結業績予想（平成22年４月１日～平成23年３月31日） 

（注）当四半期における業績予想の修正有無：無 
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(１) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

  百万円   ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

23年３月期第１四半期  99,120  1.8  4,766  53.1  4,328  33.3  2,523  59.1

22年３月期第１四半期  97,389  △17.9  3,113  △39.5  3,248  △28.7  1,586  14.8

  
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益 

  円 銭 円 銭 

23年３月期第１四半期  1  56  1  25

22年３月期第１四半期  1  10  0  84

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

23年３月期第１四半期  434,123  93,796  21.6  32  26

22年３月期  439,273  92,125  20.9  30  76

（参考）自己資本 23年３月期第１四半期 93,673百万円 22年３月期 91,995百万円

  
年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

  円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 

22年３月期 ―        0 00 ―      0 00  0  00

23年３月期 ―      

23年３月期（予想）  0 00 ―      0 00  0  00

  （％表示は、通期は対前期、第２四半期（累計）は対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

第２四半期（累計）  222,500  12.5  9,500  27.9  7,500  7.0  3,000  △26.8  1  76

通期  470,000  11.8  25,300  47.8  20,000  41.2  10,000  72.0  6  19



４．その他（詳細は、【添付資料】Ｐ．４「その他の情報」をご覧ください。） 

(１) 当四半期中における重要な子会社の異動 ：無 

新規     ―社 （社名     ）   除外      ―社  （社名     ） 

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

  

(２) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用：有 

（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

  

(３) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

①  会計基準等の改正に伴う変更：有 

②  ①以外の変更              ：無 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表

作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

  

(４) 発行済株式数（普通株式） 

  
  

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時

点において、金融商品取引法に基づく四半期連結財務諸表に対する四半期レビュー手続を実施中です。 

  

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

上記業績予想は、本資料発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は今後様々な

要因によって予想数値と異なる場合があります。業績予想に関する事項は、【添付資料】Ｐ．４「(３)連結業績予想

に関する定性的情報」をご覧ください。   

  

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年３月期１Ｑ 1,503,971,989株 22年３月期 1,503,971,989株

②  期末自己株式数 23年３月期１Ｑ 774,225株 22年３月期 764,692株

③  期中平均株式数（四半期累計） 23年３月期１Ｑ 1,503,201,233株 22年３月期１Ｑ 1,265,303,615株



種類株式の配当の状況 

普通株式と権利関係の異なる種類株式に係る１株当たり配当金の内訳及び配当金総額は以下のとおりであります。  

(注) 第１回Ｂ種優先株式に係る平成23年３月期 (予想) 配当金は、平成22年４月１日及びその直後の10月１日の２時点

における「日本円TIBOR(６ヶ月物)」の平均値に基づき優先配当年率が計算され、本資料発表日現在では、平成22

年４月１日時点の「日本円TIBOR(６ヶ月物)」に基づく優先配当年率により算出しているため、今後変動する可能

性があります。 

  

「期中平均株式数(連結)」 

  

「期末発行済株式数(連結)」  

  

   １株当たり配当金  配当金総額 

 (基準日) 第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 年間 年間 

   円 銭  円 銭  円 銭  円 銭  円 銭  百万円 

22年３月期             

第１回Ｂ種優先株式 ― 0.00 ― 8.45 8.45 761 

23年３月期     

― 第１回Ｂ種優先株式 ― 

23年３月期 (予想)           

第１回Ｂ種優先株式  0.00 ―  7.75  7.75 698 

     22年３月期第１四半期(累計) 23年３月期第１四半期(累計) 

  株 株  

普通株式  1,265,303,615  1,503,201,233

優先株式    90,000,000    90,000,000

第１回Ｂ種優先株式  (90,000,000)  (90,000,000)

     22年３月期 23年３月期第１四半期(累計) 

  株 株 

普通株式  1,503,207,297  1,503,197,764

優先株式    90,000,000     90,000,000

第１回Ｂ種優先株式 (90,000,000) (90,000,000) 



「１．平成23年３月期第１四半期の連結業績」 指標算式 

  
○１株当たり四半期純利益  

   
○潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 

  
○１株当たり純資産  

   

「３．平成23年３月期の連結業績予想」 指標算式 

  
○１株当たり当期純利益 

  

  

※   第１回Ｂ種優先株式に係る優先配当金見込額（累積型）。本資料発表日現在では、平成22年４月１日時点での「日本円TIBOR(６ヶ

月物)」に基づく優先配当年率により算出しているため、当該見込額は今後変動する可能性があります。 

  

四半期純利益 － 普通株主に帰属しない金額※ 

期中平均普通株式数 

四半期純利益 － 普通株主に帰属しない金額※ ＋ 利益調整額※ 

期中平均普通株式数 ＋ 潜在株式数(普通株式増加数) 

期末純資産の部合計額 － 普通株主に帰属しない金額※ － 期末発行済優先株式数×発行価額 － 期末少数株主持分 

期末発行済普通株式数 

予想第２四半期連結累計期間(予想通期)当期純利益 － 普通株主に帰属しない金額※

期末発行済普通株式数 
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(１) 連結経営成績に関する定性的情報 

当第１四半期連結累計期間における国内経済は、企業収益が改善し設備投資が下げ止まるなど景気回復の兆しが

あるものの、雇用情勢は厳しく、海外景気の下振れ懸念やデフレなど景気の下押しリスクが残り、依然として予断

を許さない状況が続いております。 

マンション市場においては、需給ともに回復基調に転じ始めました。新規供給戸数は、首都圏では前年同期比

31.4％増の１万2,123戸、近畿圏で同15.8％増の5,603戸となりました。特に、６月は首都圏で前年同月比66.6％増

の5,130戸、近畿圏でも同60.7％増の2,449戸と大幅な増加となっています。 

また、販売環境も好転し始めました。当第１四半期連結累計期間の初月販売率は首都圏で80.7％(前年同期

68.8％)、近畿圏は75.5％(同58.0％)と前年同期を10ポイント以上上回りました。在庫削減も順調に進み、当第１四

半期連結会計期間末の分譲中戸数は首都圏で5,481戸、近畿圏でも4,098戸に減少しています。 

このような中、当第１四半期連結累計期間における業績は、売上高991億円（前年同期比1.8％増）、営業利益48

億円（同53.1％増）、経常利益43億円（同33.3％増）、四半期純利益は25億円（同59.1％増）となりました。  

  

セグメントの業績は、次のとおりであります。 

設計施工関連事業  

設計施工関連事業において、建設工事では、お客様の購入意欲が改善したこともあり、分譲マンションの

在庫削減が進むなど販売環境に好転の兆しがみえ、各事業主の取組意欲は回復基調にあります。 

分譲マンション新築工事の受注は、当初より上期の受注計画が第２四半期に偏重しているため、首都圏で

は３件、近畿圏では５件、東西合計で８件となりました。なお分譲マンション新築工事に加えて、ＰＦＩ方

式の建替事業を４件受注しております。今後とも、土地持込による特命受注や競争入札による受注、凍結案

件の再開促進による受注に注力し、受注活動の推進に努めてまいります。 

設計監理では、社会情勢、市場動向、事業性を認識した上での売れる商品づくりから、住宅としての品

質・性能の確保、環境や安全面に至るまで、ソフト・ハード両面からの企画設計、プランニングを実践して

います。 

また、老朽化した公務員宿舎のＰＦＩ方式による建替事業である「公務員宿舎（仮称）綾瀬川住宅整備事

業」（東京都葛飾区、1,220戸）が竣工し、引渡しを行いました。  

以上の結果、当セグメントにおいては、売上高662億円、営業利益51億円となりました。 

当期の主な受注及び完成工事は以下のとおりです。 

  

  

１．当四半期決算に関する定性的情報

【主な受注工事】      

 名称 所在 規模 

ライオンズオーチャードガーデン  東京都足立区  220戸  

（仮称）佐竹台１丁目プロジェクト 

１工区・２工区  
大阪府吹田市  317戸  

大阪府営吹田竹見台住宅 

民活プロジェクト  
大阪府吹田市  385戸 

大阪府営堺南長尾住宅民活プロジェクト  堺市北区  443戸 

【主な完成工事】      

 名称 所在 規模 

(Ｈ20)新座住宅(ＲＣ－ａ・ｃ) 

建設事業に係る建設工事 
埼玉県新座市  650戸  
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不動産関連事業  

不動産関連事業において、マンション販売受託では、前年同期比でモデルルーム来訪者数・契約戸数とも

に増加しましたが、引渡戸数は約半数に留まりました。 

マンション分譲では、長期にわたる耐久性や将来における住戸の間取り可変性などの先導技術を施工し、

分譲マンションで日本で初めての「長期優良住宅」の認定を取得した物件、仕様・設備・プランなどを多様

な選択肢からお選びいただく「E-label（えらべる）」システム採用物件等の販売及びマンション用地等の売

却を行いました。 

以上の結果、当セグメントにおいては、売上高90億円、営業損失２億円となりました。 

当期の主な販売受託及び分譲事業物件は以下のとおりです。 

  

  

住宅関連サービス事業  

住宅関連サービス事業において、マンション建物管理では、管理子会社２社を合併したことにより、ノウ

ハウの共通化が図れ、多種多様な物件に対し効率的な対応ができるようになりました。今後も積極的な営業

展開を続け、当社施工物件以外の管理受託を拡大してまいります。 

マンション賃貸管理は、引き続き運営戸数、受託戸数の獲得に注力しておりますが、ファンドの再編等の

影響を受け減少となりました。 

シニアリビング事業では、高齢者向けサービス付マンションを展開しており、開業３年目を迎えた「セン

チュリーシティ常盤台」、「センチュリーシティ都島」も順調に稼働しております。また、保険代理店事業

は契約件数が増加しつつあり、印刷事業にも回復の兆しが見えつつあります。 

以上の結果、当セグメントにおいては、売上高203億円、営業利益11億円となりました。 

  

その他  

ハワイ州オアフ島で推進中の海外事業では、連邦政府の住宅購入減税効果などで、契約件数、売上ともに

増加しましたが、販売の主力が新街区に移り、利益率が低下しました。ホテル事業では、消費の回復傾向が

現れ始めたことから、各ホテル稼働率が上向きとなり、新商品の販売促進ともあいまって、売上が増加しま

した。 

以上の結果、海外事業及びホテル事業においては、売上高42億円、営業損失１億円となりました。 

  

【主な販売受託物件】      

 名称 所在 規模 

サンクタス西葛西  東京都江戸川区  163戸  

プレミアムプレイス草加松原  埼玉県草加市  346戸  

クリアヴィスタおおたかの森  千葉県流山市  279戸 

サウスオールシティ  堺市西区  791戸 

クオーレブラン武庫之荘 兵庫県尼崎市  224戸 

【主な分譲事業物件】      

 名称 所在 規模 

ブランシエラ浦和 

「長期優良住宅」  
さいたま市浦和区  69戸  

ブランシエラ吹田片山公園 

「長期優良住宅」「E-label(えらべる)」
大阪府吹田市  114戸  

ブランシエラ新長田 

「E-label(えらべる)」 
神戸市長田区  113戸 
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(２) 連結財政状態に関する定性的情報 

当第１四半期連結会計期間末の連結総資産は、前連結会計年度末に比べ52億円減少し、4,341億円となりました。

これは主に、受取手形・完成工事未収入金等及び未成工事支出金等が増加した一方で、現金預金、販売用不動産及

び不動産事業支出金が減少したことによるものであります。 

連結総負債は、前連結会計年度末に比べ68億円減少し、3,403億円となりました。これは主に、支払手形・工事未

払金等が減少したことによるものであります。 

連結純資産は、前連結会計年度末に比べ17億円増加し、938億円となりました。これは主に、四半期純利益の計上

により利益剰余金が増加したことによるものであります。 

  

（キャッシュ・フローの状況）  

当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は、前連結会計年度末に比べ129億円減少し、

470億円となりました。  

営業活動によるキャッシュ・フローは、111億円の資金の減少（前年同期は125億円の資金の減少）となりまし

た。これは主に、売上債権の増減による資金の減少によるものであります。 

投資活動によるキャッシュ・フローは、４億円の資金の減少（前年同期は２億円の資金の増加）となりました。

これは主に、有形及び無形固定資産の取得による資金の減少によるものであります。  

財務活動によるキャッシュ・フローは、14億円の資金の減少（前年同期は16億円の資金の減少）となりました。

これは主に、優先株式に係る配当金の支払による資金の減少によるものであります。 

  

(３) 連結業績予想に関する定性的情報 

平成22年５月13日に公表いたしました連結業績予想から修正は行っておりません。  

  

  

(１) 重要な子会社の異動の概要 

該当事項はありません。 

  

(２) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

① 一般債権の貸倒見積高の算定方法 

貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化がないと認められる場合には、前連結会計年度末

に算定した貸倒実績率等の合理的な基準を使用して一般債権の貸倒見積高を算定しております。 

② たな卸資産の評価方法  

たな卸資産の簿価切下げに関して、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積り、簿価切下

げを行っております。また、営業循環過程から外れた滞留又は処分見込等のたな卸資産で前連結会計年度末にお

いて帳簿価額を処分見込価額まで切下げているものについては、前連結会計年度以降に著しい変化がないと認め

られる限り、前連結会計年度末における貸借対照表価額で計上しております。  

③ 固定資産の減価償却費の算定方法 

減価償却の方法として定率法を採用している固定資産の減価償却費については、連結会計年度に係る減価償却費

の額を期間按分して算定しております。  

  

２．その他の情報
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(３) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

会計処理基準に関する事項の変更 

（資産除去債務に関する会計基準の適用） 

当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31

日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適

用しております。 

これにより、営業利益及び経常利益は２百万円、税金等調整前四半期純利益は78百万円減少しております。  

（「持分法に関する会計基準」及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用） 

当第１四半期連結会計期間より、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号 平成20年３月10日公表

分）及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対応報告第24号 平成20年３月10日）を

適用しております。 

なお、これによる経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響はありません。   

（企業結合に関する会計基準等の適用） 

当第１四半期連結会計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成20年12月26日）、

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）、「「研究開発費等に係る会計基

準」の一部改正」（企業会計基準第23号 平成20年12月26日）、「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準

第７号 平成20年12月26日）、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号 平成20年12月26日公表分）及

び「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第10号 平成20年12月

26日）を適用しております。 
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３．連結財務諸表等 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金預金 47,156 60,272

受取手形・完成工事未収入金等 69,230 51,135

未成工事支出金等 8,923 6,365

販売用不動産 33,049 35,965

不動産事業支出金 57,023 63,004

開発用不動産等 43,546 43,153

繰延税金資産 8,128 9,162

その他 11,957 9,186

貸倒引当金 △1,236 △1,104

流動資産合計 277,776 277,138

固定資産   

有形固定資産   

建物・構築物 84,776 84,578

機械、運搬具及び工具器具備品 10,665 10,791

土地 43,378 43,406

建設仮勘定 202 187

減価償却累計額 △37,211 △36,625

有形固定資産計 101,810 102,337

無形固定資産   

借地権 2,194 2,194

のれん 4,382 4,511

その他 1,110 1,219

無形固定資産計 7,687 7,924

投資その他の資産   

投資有価証券 5,470 5,968

長期貸付金 1,305 1,237

繰延税金資産 28,542 29,119

その他 18,484 22,881

貸倒引当金 △6,951 △7,331

投資その他の資産計 46,850 51,874

固定資産合計 156,346 162,136

資産合計 434,123 439,273
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（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形・工事未払金等 68,776 72,920

短期借入金 46,704 50,404

1年内返済予定の長期借入金 92,298 90,327

未払法人税等 213 1,008

未成工事受入金 12,773 10,774

不動産事業受入金 2,580 2,163

完成工事補償引当金 3,208 3,487

工事損失引当金 27 3

賞与引当金 757 1,582

その他 17,182 20,291

流動負債合計 244,518 252,958

固定負債   

長期借入金 84,414 83,232

退職給付引当金 1,702 1,653

電波障害対策引当金 397 398

その他 9,296 8,908

固定負債合計 95,809 94,190

負債合計 340,327 347,148

純資産の部   

株主資本   

資本金 57,500 57,500

資本剰余金 7,500 7,500

利益剰余金 38,968 37,205

自己株式 △121 △120

株主資本合計 103,847 102,085

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 391 585

為替換算調整勘定 △10,564 △10,675

評価・換算差額等合計 △10,173 △10,090

少数株主持分 122 130

純資産合計 93,796 92,125

負債純資産合計 434,123 439,273
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（２）四半期連結損益計算書 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

売上高   

完成工事高 52,395 58,189

設計監理売上高 827 233

賃貸管理収入 16,494 15,810

不動産売上高 26,707 23,874

その他の事業収入 966 1,014

売上高合計 97,389 99,120

売上原価   

完成工事原価 47,096 51,995

設計監理売上原価 451 125

賃貸管理費用 13,645 13,290

不動産売上原価 25,101 21,502

その他の事業費用 938 879

売上原価合計 87,230 87,791

売上総利益   

完成工事総利益 5,299 6,193

設計監理売上総利益 377 108

賃貸管理総利益 2,849 2,520

不動産売上総利益 1,606 2,372

その他の事業総利益 28 135

売上総利益合計 10,158 11,329

販売費及び一般管理費 7,045 6,563

営業利益 3,113 4,766

営業外収益   

受取利息 17 57

受取配当金 675 358

その他 309 59

営業外収益合計 1,001 474

営業外費用   

支払利息 809 786

持分法による投資損失 5 23

その他 53 103

営業外費用合計 867 912

経常利益 3,248 4,328
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（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

特別利益   

固定資産売却益 17 55

貸倒引当金戻入額 746 347

その他 50 4

特別利益合計 813 406

特別損失   

固定資産処分損 20 0

減損損失 30 30

投資有価証券評価損 － 134

貸倒引当金繰入額 202 －

訴訟関連損失 － 90

電波障害対策引当金繰入額 399 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 76

その他 213 6

特別損失合計 863 336

税金等調整前四半期純利益 3,197 4,398

法人税、住民税及び事業税 425 132

法人税等調整額 1,184 1,745

法人税等合計 1,609 1,878

少数株主損益調整前四半期純利益 － 2,520

少数株主利益又は少数株主損失（△） 2 △3

四半期純利益 1,586 2,523
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 3,197 4,398

減価償却費 993 973

減損損失 30 30

訴訟関連損失 － 90

のれん償却額 129 128

貸倒引当金の増減額（△は減少） △826 △248

受取利息及び受取配当金 △692 △415

支払利息 809 786

持分法による投資損益（△は益） 5 23

投資有価証券評価損益（△は益） 140 134

固定資産処分損益（△は益） 3 △55

電波障害対策引当金繰入額 399 －

たな卸資産評価損 625 12

売上債権の増減額（△は増加） 15,267 △18,090

未成工事支出金等の増減額（△は増加） △9,597 △2,560

たな卸資産の増減額（△は増加） 3,735 8,593

仕入債務の増減額（△は減少） △18,661 △4,150

未成工事受入金の増減額（△は減少） △502 1,999

その他 △7,104 △1,758

小計 △12,051 △10,109

利息及び配当金の受取額 282 120

利息の支払額 △63 △300

訴訟関連損失の支払額 △49 △70

法人税等の支払額 △627 △743

営業活動によるキャッシュ・フロー △12,507 △11,102

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形及び無形固定資産の取得による支出 △758 △438

有形及び無形固定資産の売却による収入 529 85

子会社の清算による収入 507 4

貸付けによる支出 △70 △259

貸付金の回収による収入 1 191

敷金及び保証金の差入による支出 △119 △80

敷金及び保証金の回収による収入 102 103

その他 6 6

投資活動によるキャッシュ・フロー 198 △389
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（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △4,523 △3,700

長期借入れによる収入 3,848 8,686

長期借入金の返済による支出 － △5,540

自己株式の取得による支出 △1 △1

配当金の支払額 △855 △761

少数株主への配当金の支払額 △6 △6

その他 △32 △52

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,569 △1,374

現金及び現金同等物に係る換算差額 114 2

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △13,764 △12,863

現金及び現金同等物の期首残高 55,130 59,815

現金及び現金同等物の四半期末残高 41,366 46,952
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該当事項はありません。  

  

  

〔事業の種類別セグメント情報〕  

前第１四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日） 

 （注) １ 事業区分の方法及び各区分に属する主要な事業の内容 

(1) 事業区分の方法 

日本標準産業分類及び連結損益計算書の売上集計区分を勘案して区分しました。 

(2) 各区分に属する主要な事業の内容 

建設事業      ：建築・土木その他建設工事全般に関する請負及び建設事業に附帯する業務受託 

エンジニアリング事業：建築物の企画、設計、監理及びコンサルティング 

不動産事業     ：不動産の売買、交換及び仲介、販売受託 

賃貸及び管理事業  ：オフィスビル・マンションの賃貸、建物管理、賃貸管理 

ホテル事業     ：ホテルの企画・運営 

その他の事業    ：シニアリビング事業、印刷関連事業等 

２ 会計処理の方法の変更 

 前第１四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日）  

  (工事契約に関する会計基準及び工事契約に関する会計基準の適用指針) 

   「四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更」に記載のとおり、当第１四

半期連結会計期間より「工事契約に関する会計基準」及び「工事契約に関する会計基準の適用指針」を適用

しております。この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べて、建設事業の売上高は966百万円増加

し、建設事業の営業利益は91百万円増加しております。  

  

  

〔所在地別セグメント情報〕  

前第１四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日） 

 全セグメントの売上高の合計に占める「本邦」の割合が90％を超えているため、所在地別セグメント情報の記

載を省略しております。  

  

  

〔海外売上高〕 

前第１四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年６月30日） 

 海外売上高が、連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。 

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  
建設事業 

（百万円） 

エンジニア
リング事業 
（百万円） 

不動産事業
（百万円）

賃貸及び
管理事業 

（百万円）

ホテル事業
（百万円）

その他の
事業 

（百万円）

計 
（百万円） 

消去 
又は全社 
（百万円）

連結
（百万円）

売上高                                                

(1) 外部顧客に対する

売上高 
 52,395  827 26,707 13,989 2,505 966  97,389 ― 97,389

(2) セグメント間の 

内部売上高 

又は振替高 
 3,861  ― 12 206 13 317  4,410 (4,410) ―

計  56,256  827 26,718 14,196 2,518 1,283  101,799 (4,410) 97,389

営業利益又は 

営業損失(△) 
 1,922  △105 216 1,250 △120 63  3,226 (113) 3,113
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〔セグメント情報〕 

１．報告セグメントの概要  

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営

資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

当社グループは、マンションに関わる全ての事業を中心とし、事業活動をしております。そのうち当社は、

マンション等の設計・施工を行う「設計施工関連事業」と、マンションの分譲販売、分譲マンションの販売受

託等を行う「不動産関連事業」とに展開し、それぞれが独立した経営単位である連結子会社と連携し、事業を

推進しております。 

また、連結子会社㈱長谷工アネシスを中心とした子会社群において、既存マンションなどストック市場に対

するサービス事業を統括する「住宅関連サービス事業」を展開しております。 

したがって、当社グループは、マンション関連事業の中での事業形態を踏まえて、「設計施工関連事業」

「不動産関連事業」及び「住宅関連サービス事業」の３つを報告セグメントとしております。 

   

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第１四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年６月30日）  

（注）１ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、海外事業及びホテル事業

を含んでおります。 

２ セグメント利益又はセグメント損失（△）の調整額 百万円には、セグメント間取引消去 百万

円及び各報告セグメントに配分していない全社費用 百万円が含まれております。全社費用は、

主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 

３ セグメント利益又はセグメント損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っており

ます。 

  

（追加情報） 

当第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21

年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成

20年３月21日）を適用しております。 

  （単位：百万円）

  

報告セグメント
その他
（注）１

合計 
調整額 
（注）２

四半期連結

損益計算書

計上額 
（注）３

設計施工 
関連事業 

不動産

関連事業

住宅関連

サービス 
事業  

計

売上高             

外部顧客への売上高  66,058  8,947  19,945  94,950  4,171  99,120 ―  99,120

セグメント間の内部売上高

又は振替高 
 128  54  342  523  14  537  △537 ― 

計  66,186  9,001  20,286  95,473  4,184  99,657  △537  99,120

セグメント利益又は 

セグメント損失（△）  
 5,083  △158  1,078  6,003  △147  5,855  △1,090  4,766

△1,090 38

△1,127
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該当事項はありません。  

  

  

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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四半期個別受注の概況 
  

(1) 個別受注実績    

 (注)パーセント表示は、前年同期増減率 

   

(参考) 受注実績内訳                                                               〔単位：百万円〕  

 (注)構成比の内（ ）は、工事計に対する内訳 

   

(2) 個別受注予想    

 (注) パーセント表示は、前年同期増減率 

  

〔個別受注実績及び個別受注予想に関する定性的情報等〕 

当第１四半期累計期間の個別受注実績は、工事については前年同期より264億円減少し272億円(前年同期比49.2％減)

となり、受注全体では305億円(同44.0％減)となりました。第２四半期累計期間受注予想1,000億円に対し、進捗は

30.5％ではありますが、概ね当初の予定通り推移しております。 

なお、第２四半期累計期間及び通期の受注予想について変更はありません。  

４．補足情報

   受  注  高 

  百万円 ％ 

23年３月期第１四半期累計期間    30,510  △44.0

22年３月期第１四半期累計期間  54,521  △34.1

  

  

22年３月期第１四半期累計期間 

(平成21.4.1～平成21.6.30) 

23年３月期第１四半期累計期間 

(平成22.4.1～平成22.6.30) 
比 較 増 減 

金 額 構成比 金 額 構成比 金 額 増減率 

    民間分譲マンション  52,039 ( %)97.0    18,545 ( %)68.1  △33,494 ( %)△64.4

受 建 一        般   1,049 ( %)2.0  7,100 ( %)26.0    6,051 ( %)576.8

  設 建  築  工  事  53,088 ( %)99.0    25,646 ( %)94.1  △27,442 ( %)△51.7

  工 土  木  工  事  536 ( %)1.0  1,596 (  %)5.9  1,060 ( %)197.9

注 事 工 事 計  53,624 % 98.4  27,242 % 89.3    △26,382 % △49.2

  等 業   務   受   託  372 % 0.7    1,315 % 4.3    943 % 254.0

    合 計  53,995 % 99.0    28,557 % 93.6    △25,438 % △47.1

高 設  計  監  理  526 % 1.0    1,953 % 6.4    1,428 % 271.7

  合  計  54,521 % 100.0    30,510 % 100.0    △24,011 % △44.0

  第２四半期累計期間 通  期 

  百万円 ％ 百万円 ％ 

23年３月期予想  100,000  △20.4  290,000  7.1

22年３月期実績  125,652  △18.7  270,650  7.9
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